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【公表番号】特表2002-544734(P2002-544734A)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年11月27日(2009.11.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　少なくとも部分的に変動する情報内容を有する第１信号の特性を受信機において推定す
る方法であって、前記方法は、
　前記第１信号を第１送信機から受信する段階と、
　前記第１信号の前記情報内容に関する圧縮データからなる支援データを含む第２信号を
、前記第１送信機から離れた第２送信機から受信する段階と、
　前記第２信号に応答して予想第３信号を導出する段階であって、前記予想信号は、前記
第１信号の少なくとも一部の複製である、前記導出する段階と、
　前記第１信号を、前記予想第３信号と相関させて、前記第１信号の特性を推定する段階
であって、前記第１信号の特性は、前記第１信号の到達時間および前記第１送信機の識別
を含む、前記第１信号の特性を決定する段階と
　を備える方法。
　　【請求項２】
　セルラ通信システムで使用されることを特徴とする請求項１記載の第１信号の特性を推
定する方法。
　　【請求項３】
　前記第１送信機は、非担当基地局であり、かつ前記第２送信機は、担当基地局であり、
前記第２信号は、前記非担当基地局から送信される前記第１信号の前記情報内容に関する
情報からなることを特徴とする請求項２記載の第１信号の特性を推定する方法。
　　【請求項４】
　前記セルラ通信システムは、ＧＳＭセルラ通信システムであることを特徴とする請求項
３に記載される第１信号の特性を推定する方法。
　　【請求項５】
　前記支援データは、前記第１信号を送信する非担当基地局のフレーム番号であり、かつ
前記予想第３信号は、このフレーム番号に応答して導出されることを特徴とする請求項４
記載の第１信号の特性を推定する方法。
　　【請求項６】
　前記支援データは、前記担当基地局と、前記第１信号を送信する前記非担当基地局との
間のフレーム番号オフセットを含み、かつ前記フレーム番号オフセットは、前記第１信号
の予想される到達時間の窓を導出するのに用いられることを特徴とする請求項４記載の第
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１信号の特性を推定する方法。
　　【請求項７】
　前記第１信号は、ＳＣＨバーストからなることを特徴とする請求項４から請求項６のい
ずれか１項に記載される第１信号の特性を推定する方法。
　　【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載される方法であってさらに、前記非担当基地局からの送
信の前記フレーム番号を追跡する段階を備えることを特徴とする第１信号の特性を推定す
る方法。
　　【請求項９】
　前記支援データは、前記第１信号を送信する非担当基地局の基地局識別コードであり、
かつ前記予想第３信号は、この基地局識別コードに応答して導出されることを特徴とする
請求項４から請求項８のいずれか１項に記載される第１信号の特性を推定する方法。
　　【請求項１０】
　前記請求項１から請求項９までのいずれか１項に記載の第１信号の特性を決定する方法
を使用するために動作可能な通信システム。
　　【請求項１１】
　前記請求項１から請求項９までのいずれか１項に記載の第１信号の特性を決定する方法
を使用するために動作可能な基地局。
　　【請求項１２】
　前記請求項１から請求項９までのいずれか１項に記載の第１信号の特性を決定する方法
を使用するために動作可能な加入者装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　したがって、少なくとも部分的に変動する情報内容を有する信号の特性を推定する方法
が提供され、この方法は、信号を受信する段階；当該信号の情報内容に関する圧縮データ
からなる支援データ（ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ　ｄａｔａ）を既知の方法で受信する段階；
当該支援データに応答して、予想信号を導出する段階；および当該予想信号と受信信号の
両方に応答して、当該信号の特性を決定する段階からなる。 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　図２は、ここに記載される本発明の実施例による非担当基地局３０７からの信号の到達
時間を決定する方法を示す。段階２０１で、加入者装置３０１は、非担当基地局３０７か
ら信号を受信する。受信信号のサンプルは、その後の処理のために格納される。段階２０
３で、加入者装置３０１は、支援データを受信し、これは、特性が決定される対象となる
信号のローカル複製を生成できるように加入者装置３０１を支援するデータである。ここ
に記載される実施例では、この支援データは、担当基地局３０３から受信され、このため
、高い信頼度で受信される。この支援データは、特性が導出される対象となる信号に関す
るものであり、この場合は、非担当基地局３０７から送出された信号に関する。支援デー
タは、非担当基地局３０７から信号を受信する前、後または同時に、受信することができ
る。非担当基地局３０７から送出された信号は、変動する情報内容を有する部分であって
、このため、加入者装置３０１が知らない部分を少なくとも含むことになる。さらに、こ
の信号は、加入者装置３０１が前もって知ることができる予め決められた部分を含むこと



(3) JP 2002-544734 A5 2010.2.12

もある。一例が、ＧＳＭ通信システムにおけるＳＣＨバーストであり、これは、図４に示
されるように、３つのスタート・ビット４０１，７８のデータ・ビット４０３，６４の訓
練ビット（ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｂｉｔ）４０５および３つの終端ビット（ｔｒａｉｌ　ｂ
ｉｔ）４０７からなる。スタート・ビット，訓練ビットおよび終端ビットの値は既知であ
るが、データ・ビットは既知ではない。ＳＣＨバーストのデータ・ビットの情報内容は、
６つの基地局識別ビット（ＢＳＩＣ）と、現在フレーム番号に関する１９のビットとを符
号化することによって与えられる。 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　段階２０５で、予想信号は、支援データに応答して導出される。このため、非担当基地
局３０７から送信される信号がＳＣＨバーストである例では、支援データは、加入者装置
３０１が、送信されたＳＣＨバーストのローカル複製、したがって、受信信号の予想値を
生成可能にする情報からなる。このため、支援データは、変動する情報内容に対応する信
号の少なくとも一部分の予想値を完全にまたは部分的に導出できるデータとすることがで
きる。この例では、加入者装置には、いくつかの支援データ、すなわち、所望の基地局（
図３に示される例では、非担当基地局３０７）のＳＣＨのフレーム番号（ＦＮ）が与えら
れる。ＧＳＭにおいてこれを行う１つの方法は、新しいメッセージを定義することであり
、これは、担当基地局３０３の放送信号に含めることができる。あるいは、非担当基地局
３０７のフレーム番号を渡す代わりに、担当基地局３０３と非担当基地局３０７との間の
フレーム・オフセットを、加入者装置３０１に提供することができる。また、加入者装置
３０１にはＢＳＩＣ情報が既知でなければ、これが与えられ、このため、加入者装置３０
１は、ＳＣＨバースト全体のローカル複製を生成するために必要な全情報を得ることにな
る。 
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